
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○主体的・対話的で深い学びを目
指す授業実践、わかる授業の実
践等、授業力の向上
○基礎基本の定着を図るための
指導方法の工夫改善
○家庭学習の時間の確保、学習
の質の向上のための指導の徹底

○「話し合う活動や書く活動を取り
入れた授業を通して、理解が進ん
だり考えを深めたりすることができ
た」と回答する生徒70％以上。
○１月の全学年実力テストにおい
て、基礎基本の問題の正解率
60％以上。
○「平日の平均家庭学習時間」が
30分未満の生徒0％、１時間以上
の生徒70％以上、２時間以上の
生徒50％以上。

・「授業づくりのステップ1・2・3　vol.2」を踏ま
えた、「わかる授業」、「主体的・対話的で深
い学び」を目指す授業を実践し、互いに参
観し合い、授業力の向上を図る。
・「家庭学習の指導の手引き」をもとに、取り
組み方等について、習熟度に応じて教科担
任や学年で細やかに指導する。また、家庭
との連携を図る。

B

・「授業づくりのステップ1・2・3　vol.2」を踏まえた、「わかる授業」、「主体的・対話的で深い学び」
を目指す授業を実践していると回答した教員100％。職員の意識が高まり、授業改善につながっ
た。
・「各教科の基礎や基本が身につくように、学習に取り組んでいる」と回答した生徒89％。中間評
価時よりやや減少し、あきらめかけている生徒がいないか、年度末にかけてフォローアップをして
いく。
・「授業の中で、話し合ったり、自分の考えを書いたりする活動を通して、理解が進んだり、考えを
深めたりすることができている」と回答した生徒は90％で変化なしであった。多くの生徒が積極的
に学習に取り組めている状況なので、来年度にもつなげていきたい。
・「平日の平均家庭学習時間」が30分未満の生徒30％でやや減、１時間以上の生徒27％、２時
間以上の生徒11％であった。「家庭学習の指導の手引き」をもとに、取り組み方等について指導
をしている教員が59％で改善ができなかったので、今後の課題である。

B

・職員が「わかる授業」の実践に真摯に向き
合っていると感じられる。その想いを生徒が受
け止め、家庭での学習時間の確保につなげて
ほしいと思う。

●生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心
など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○道徳の授業を通して、自分の意
見を周りに伝えたり、他者の考え
を受け入れて自分自身を見つめ
直したりする生徒７０％以上

・ワークシートを工夫し、振り返りの時間を十
分に確保することで自分の考えを整理させ
る。

A

・計画的に集会や作文、標語作成が行えた。授業実践も各学年の担当を中心に行えた。とくに２
年生では、地区同研の支援員に入ってもらい、授業検討を行った。
・道徳の授業では、自分の意見を周りに伝え、他者の意見を聞くことで、自分の考えを見直し、人
としてのあるべき姿を考えたり、人間力を高めるきっかけになったことが、生徒の振り返りからう
かがえた。

A

・いのちを尊び思いやりの心を育む取り組みを
計画的に実践されている。繰り返し実践し続け
てほしい。
・世の中に出る手前において、人権や人の意
見を否定しない心の広い人格ある人間形成の
教育をお願いしたい。

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、
いじめの防止等のための取組、事
案対処等）について組織的対応が
できていると回答した教員80％以
上

・いじめの覚知・認知に対する対応マニュア
ルの周知
・いじめ対応に関する研修会の実施
・アンケート「心のとびら」の実施（毎月）
・教育相談部会との連携

A

・学校生活の中で把握し得るものに関しては、早期発見と対応ができる体制ができている。ま
た、いじめ発覚後は学校、生徒、保護者の三者による面談、生徒のケアを含めた継続的な面
談、学年集会や学活等で取り扱うなど、再発防止に向けての対応ができている。また、SSW、
SC、児相等との連携もとれている。

A

・保護者と連絡を取り、早期発見、適切な対応
に取り組まれていると思う。
・地域との連携として小学校との意見や情報交
換を密にしてほしい。

●生徒が夢や目標をもち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうと
するための教育活動
●生徒が高校進学に向けて、自
分を見つめ、自分の将来に向けた
教育活動の充実

●「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした
児童生徒８０％以上
（全学年）
●「自分が行きたい高校決まって
いる」について肯定的な回答をし
た児童生徒７５％以上
（３年）

・生徒会活動の活性化（生徒を中心にした
活動の推進）
・キャリア教育の充実
・職場体験学習の実施
・進路学習やエナジードを用いた学習

B

・入試の実情を知ったり、面接練習をしたりすることで、ほとんどの生徒が自分の将来について
じっくりと考え、こらからの生き方と真剣に向き合うことができた。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童生徒は６９％
→目標から11ポイント下回った。
来年度は、職場体験学習の実施を予定している。実際に働くことを体験することで将来に向けた
イメージをもたせる。

B

・小学生なら大きな夢を持つことも容易にでき
るかもしれないが、中学生ともなると現実に近
づいているので、将来の夢や目標を持つことは
なかなか難しいのではないか・・・とも思う。

◎『渭水精神』（校訓）の指導徹底
と善悪の判断・自律心の育成

○『渭水精神』を心がけて学校生
活を送っている』と回答する生徒
80％以上

・生徒会と連携して校則の見直しを行うこと
で、自己有用感と遵法精神高揚を図る
・掲示物や放送等で、生徒の善行などを知
らせる
・登下校や学校生活、集会等で繰り返し指
導・声かけを行う

B

・校則の見直しをよい機会ととらえ、学級での話し合いや総会での意見発表など自己有用感を体
験できる場をより多く設定したり、掲示物や集会等での継続的な指導により集団生活を送る上で
必要なことが社会生活にも役立つことを理解させたりして、伊万里中学校の自治に積極的に参
加できる生徒を育成したい。 B

・挨拶や物を大切にする等、人として身につけ
るべきことを「渭水精神」として掲げてあること
はすばらしい。この想いを生徒がしっかりと受
けとめてほしい。

●「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成

●「健康に良い食事をしている」生
徒85％以上
○朝食を毎朝とっている生徒80％
以上を目指す

・給食週間を設定する
・栄養教諭による講話等の取組を行う
・生徒会活動を通して啓発を図る
・学級活動、保健、家庭科の授業に朝食の
大切さについての学習を仕組む

A

・給食週間は各クラスで給食にまつわる動画を視聴したり、栄養職員による講話を給食の時間に
設定したことで生徒たちの食に対する意識が変わってきた。また、給食川柳を募集し、給食の時
間に放送で紹介をしたりしたことで、生徒が給食の時間を楽しく感じていた。今後も生徒の実態
に応じて、食の意識が高まるようにしていきたい。
・最終的な食事に関する数値も９０％を超えている。欠食をしないことや、健康に良い食事を心が
けるなど、食事に関する意識を高く持ち、継続することができた。

A

・生きていくうえで欠かせない食事が欠食なく
しっかりとバランス良くとれているとうかがえ
る。成長期には食育は必須だと思う。
・伊中生徒の食に対する向き合いの高さに驚く
とともに感心しました。今後も食の教育を推進
して下さい。

○心身の健康増進のための啓発 ○病気や感染症の予防・対策を
意識して実践している生徒８５％
以上を目指す。
○運動習慣のある生徒７５％を目
指す

・生徒や保護者に通信等を通して啓発や情
報の発信を積極的に行う。
・部活動による心身の健全な育成を行う。

B

・日頃から手洗いやうがいなどの感染症対策ができておりその成果で、感染症の流行拡大が見
られなかった。
・昼休みや部活を通して活発的に体を動かしている生徒が多く見られた。その反面、遊びや部活
に関連した、捻挫等のケガが多数あったため、ケガの予防等を啓発していきたい。 A

・うがい、手洗い、日々の運動により体をつく
る、鍛えることは生涯必要なことであるため習
慣づけてほしい。
・適度な運動は心身のリラックスのためにも効
果が大と考えられるので文化部の生徒にも推
奨してほしい。

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守す
る。

・毎週水曜日を定期退勤日（部活動休養
日）とし、タイムマネジメント力の向上を図
る。
・部活動複数顧問の配置による業務分担

A

・部活動の複数顧問による負担軽減につながっている職員85％。
・自動採点システムの導入やキュベルの活用等、ICTの積極的な活用により、大幅な負担軽減と
なった。 A

・自動採点システムの導入に感激した。業務効
率が格段に良くなり、多忙な職員の時間外削
減、負担軽減の一翼を担っていると感じた。

○行事、学級・学年事務、校務分
掌事務等の精選、簡略化

○職員、保護者、生徒、地域に対
して様々な課題や情報、データ等
の共有を確実に行い、トラブルの
未然防止に努めている職員80％
以上

・校務システムの利活用促進
・一人で抱え込まず、「報告・連絡・相談」の
徹底

A

・職員数が多いため、Teamsをうまく活用し、職員連絡や共通理解、時間割、生徒配信用等、チャ
ネルをうまく使い分けながら情報共有ができた。

A

・システムの利活用によりしっかりと情報共有
が図られている。今後も職員の心身を考慮し
業務改善を図ってほしい。
・地域が行う会議や防犯活動においても学校
側は積極的に参加された。

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の充実 ○特別支援教育に関する知識を
高め、高い専門性と意識をもって
取り組む職員85％以上を目指す。

・会議や研修で共通理解を図り、必要に応
じて生徒指導及び教育相談、学年等との連
携をとる。 A

・校内支援委員会や教育相談部会を開催することができた。就学支援委員会もスムーズに行う
ことができた。各担任が保護者とうまく関わり合って進められていた。教育相談的事案も、
SC,SSW等と連携を取り、個々の問題に対応することができた。スムーズに運べているのも、意識
が高い教員が多いことが大きな理由である。

A

・職員の知識向上意欲、理解しようという心構
え、深さが当教育の充実に繋がっていると思
う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○家庭や地域、小学校との
連携

○小中連携教育の充実
○保護者や地域への学校情報の
積極的な発信
○コミュニティスクールを核とした
学校と地域の連携・協働

○「学校は地域や保護者と協力し
て教育活動を行っている」と回答
する地域の方・保護者80％以上。
○「開かれた学校づくりに取り組
んでいる」と回答する保護者80％
以上。

・学校運営協議会（コミュニティスクール）の
運営を各学校と協力して行う。
・学校だよりを地域に配布し、開かれた学校
づくりを心がける。
・学校HPを随時更新し、学校安心メールを
積極的に活用する。

A

・「学校は地域や保護者と協力して教育活動を行っていると思う」と回答した保護者90％、学校は
「開かれた学校づくり」に取り組んでいると思うと回答した保護者96％であった。
・PTAや地域の協力により、地域人材による体験学習やキャリア教育の充実につながった。

A

・オープンスクールなど開かれた学校づくりに
前向きな姿勢がうかがえる。中学校が身近に
感じられる。

○
○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

・「めあて」を提示し、「まとめ」を行う授業スタイルが確立しており、教員、生徒共に同じ認識のもとに進めることができた。来年度は基礎学力を向上をさせることで、「学びに向かう姿勢」、「主体的に学ぶ態度」の向上を図る。

・感染症の影響もあり、十分なキャリア教育を行うことができなかった。各教科のキャリア教育の計画を見直し、生徒が将来についての展望がもてるような内容を実施していく。

・各学年主任を中心にして学年部会を有効活用し、総合的な学習、特別活動、道徳、生徒指導等が効率よく行えるようにし、職員のグループワークを進める。

・業務の精選、効率化を推進し、時間外在校時間の削減を図る。

『誇りをもち、自ら考え、行動する生徒の育成』　～「やる気・根気・負けん気」の醸成を通して ～

　　（校訓「渭水精神」○形を正す　○挨拶をする　○負けじ魂を持つ　○物を大切にする　○思いやりの心をもつ）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「わかる授業」の実践と、家庭学習の充実を図る指導を継続し、生徒の学力の向上を図る。また、定期テスト以外でも生徒の学力を見取り、指導の改善につなげていく。
・キャリア教育については、１年次からの計画的、継続的な教育活動を実践していくことにより、将来の夢や目標が持てる生徒を増やしていく。
・今年度良い評価となった項目については、次年度も実践を続け、学校教育目標の達成を目指していく。

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

最終評価 学校関係者評価

伊万里市立伊万里中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標 （１）分かりやすく、楽しい授業の展開　　（２）生徒指導の充実（先手必勝）　　（３）心の教育の推進　　（４）家庭や地域、小学校との連携

学校名


